
講演会 

古代典籍写本調査から 

史料学・地域歴史文化遺産の構想へ 
 

石上英一氏 
(東京大学名誉教授) 

開催日時：2021 年 7月 3 日（土）13 時～(参加費無料) 

方法： Zoom(要事前申込。締切 6月 27日(日)。定員先着 100名。下記 QRコードから) 

＊Zoomのご案内等は７月１日頃を予定しております。 

 

国立歴史民俗博物館蔵 

土御門家旧蔵『延喜式』      

「古代の百科全書『延喜式』の多分野協働研究」および

「格・式研究を踏まえた日本古代社会像の再構築」では、

史料研究を課題の一つとしています。そこでこのたび講

演会を企画し、東京大学史料編纂所に長らく勤務し、新日

本古典文学大系『続日本紀』の校訂や『大日本史料』『日

本荘園絵図聚影』等の編纂に携わり、正倉院文書や奄美諸

島史・影印本刊行等、数多くの史料論・史料研究業績を挙

げてこられた石上英一氏にその御経験を語っていただく

ことにいたしました。 

       

お申し込みはこちらから→https://forms.gle/KanJaDig7yEgkCpL7 

 

主催：人間文化研究機構基幹研究プロジェクト「総合書物学」国立歴史民俗博物館ユニット「古

代の百科全書『延喜式』の多分野協働研究」 

科研費(基盤研究(B))「格・式研究を踏まえた日本古代社会像の再構築」(代表：小倉慈司) 

共催：東京大学史料編纂所 


